
勤務環境改善に取り組む医療機関 

取組の実施 

更なる改善 

定期的な評価 

 都道府県 医療勤務環境改善支援センター 
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勤務環境改善マネジメントシステム 

院内で、院長、
各部門責任者
やスタッフが 
集まり協議 

計画策定 

ガイドラインを参考
に改善計画を策定 

現状の分析 

医療勤務環境改善マネジメントシステムに関する指針（厚労省
告示） 

勤務環境改善マネジメントシステム導入の手引き（厚労省研究
班） 
「医療従事者の働き方・休み方の改善」の取組例 

  多職種の役割分担・連携、チーム医療の推進 
  医師事務作業補助者や看護補助者の配置 
  勤務シフトの工夫、休暇取得の促進  など 

「働きやすさ確保のための環境整備」の取組例 
  院内保育所・休憩スペース等の整備 
  短時間正職員制度の導入 
  子育て中・介護中の者に対する残業の免除 
  暴力・ハラスメントへの組織的対応 
  医療スタッフのキャリア形成の支援  など 

マネジメントシステムの普及（研修会等）・導入支援、 
勤務環境改善に関する相談対応、情報提供等 

医療労務管理アドバイザー（社会保険労務士等）と 
医業経営アドバイザー（医業経営コンサルタント等）
が 連携して医療機関を支援 

センターの運営協議会等を通じ、地域の関係機関・団
体（都道府県、都道府県労働局、医師会、歯科医師会、 
薬剤師会、看護協会、病院団体、社会保険労務士会、
医業経営コンサルタント協会等）が連携して医療機関
を支援 

課題の抽出 

改善計画の策定 

医療勤務環境改善支援センターの概要 

○ 都道府県は、医療従事者の勤務環境の改善を促進するため、「医療勤務環境改善支援
センター」を設置し、個別の医療機関における勤務環境改善の取組を支援している。 

 


